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１．研究計画の概要 

本研究では、データ分析と事例ベース推論
の融合から整合的に意思決定を支援するた
めに、意思決定ルールと集合構造オントロジ
ーの２タイプの知識構造を発見するメカニ
ズムを提案する。特に、知識構造を扱うため
に論理的推論を用いて、実データの曖昧さを
扱うためにソフトコンピューティング（ラフ
集合の理論）を用いる。その結果、意思決定
に価値のある知識として知識構造の２タイ
プを出力して従来の発想にはない意思決定
知識ベースシステムを構築する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)２０年度では、以下の３つの項目について
研究を実施した。 

①従来の意思決定支援システムと事例ベ
ース推論に関する調査 

②実データに付加する事象的な知識のオ
ントロジーの設計 

③論理的手法とラフ集合によって出力す
る知識構造の役割と妥当性への考察 
実際に気候データ（気温、湿度など）や医療
データ（関東のインフルエンザ発生数）から
得られる知識を分析した。 
 
(2)２１年度では、前年度の気候データ（気温、
湿度など）や医療データ（関東のインフルエ
ンザ発生数）から得られる知識の分析・検証
に基づいて、以下の２項目について研究を実
施した。 

①ラフ集合によるルールの抽出メカニズ
ムの開発・実装 

②事象的な知識のためのルールとオント
ロジーの記述言語の設計 
特に、ラフ集合論によるデータマイニング手

法を用いて、複数のデータベースから因果ル
ールを発見するメカニズムを開発・実装した。 
 
(3)２２年度では、前年度のルールの抽出メカ
ニズムを踏まえて、より現実的なデータとし
て時系列情報に含まれるイベントデータの
シーケンシャルパターンに注目して、以下の
２項目について研究開発を実施した。 
①ラフ集合によるシーケンスパターンの

マイニングアルゴリズムを開発・実装 
②シーケンスを記述できる論理型言語と

その推論システムの形式化 
これにより、因果ルールの発見メカニズムや
他のラフ集合データマイニングでは扱えな
かったシーケンスパターンを論理的に分析
してルールを生成することが可能となった。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
３年間の研究によって、意思決定ルールと集
合構造オントロジーを抽出するために論理
的推論とラフ集合データマイニングの両方
で研究成果を出している。これは本研究で目
指したデータ分析と事例ベース推論の２つ
の意思決定の側面を取り入れた知識ベース
システムの基盤を与えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)最終年度では、ルールとオントロジーの
知識構造を応用して、どのように意思決定支
援に結びつけるか研究する。ユーザーの入力
を起点にして、そこからルールとオントロジ
ーを推論に適用する方法を提案する予定で
ある。 
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(2)意思決定支援システムのインターフェー
スを研究開発する。これまでに提案した推論
メカニズムを実用レベルにするために、ユー
ザーの意図や文脈を暗黙に反映できるイン
ターフェースを設計する。その結果、意思決
定者(ユーザー)の状況に基づいて目的の意
思決定に役立つ知識を提供するシステムが
実現できる。 
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